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銅を学ぶ 
銅話の世界 

　
若
き
女
医
・
吉
岡
彌
生
の
夢
は
大
き
く
花

開
い
た
。 

　
明
治
初
年
静
岡
県
に
漢
方
医
の
娘
と
し
て

生
ま
れ
た
彌
生
は
、女
医
を
め
ざ
し
済
生
学

舎
に
入
学
。二
十
六
の
時
、東
京
・
飯
田
町
に「
東

京
至
誠
医
院
」
を
開
院
し
た
。一
九
〇
〇
年
に

は
現
在
の
東
京
女
子
医
科
大
学
の
前
身
で
あ

る
「
東
京
女
子
学
校
」
を
創
立
、以
来
、女
性

の
地
位
向
上
を
め
ざ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
く
り
広
げ
た
。
最
近
、同
大
学
は
、文
部
科

学
省
の「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」（
　
　 
）と
「
二
十
一
世
紀 

　
　
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
と
と
も
に
採
択
さ
れ
、世
界
水
準
を
め
ざ

す
大
学
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。 

　
同
大
学
の
付
属
第
二
病
院（
仮
称
）が
東
京

都
荒
川
区
に
こ
の
三
月
完
成
し
た
。 

　
こ
の
第
二
病
院
は
、地
上
六
階
、地
下
一
階
、

ベ
ッ
ド
数
三
三
〇
の
規
模
を
有
し
て
お
り
、施

工
性
、経
済
性
、ト
ー
タ
ル
で
の
信
頼
性
な
ど
の

理
由
か
ら
、銅
管
が
大
量
に
使
用
さ
れ
た
。 

　
給
湯
配
管
に
つ
い
て
は
φ
二
〇
〜
φ
一
〇
〇

ミ
リ
、医
療
ガ
ス
配
管
は
φ
八
〜
φ
八
〇
ミ
リ

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。 

　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、給
湯
配
管

に
米
国
国
防
総
省（
ペ
ン
タ
ゴ
ン
）で
採
用
さ
れ

た
と
い
う
カ
シ
メ
式
の
機
械
式
継
手
を
使
用

し
て
い
る
こ
と
、専
用
の
工
具
を
使
い
、わ
ず
か

数
秒
の
プ
レ
ス
で
銅
管
と
継
手
を
二
重
カ
シ
メ

す
る
た
め
、信
頼
性
の
高
い
接
合
部
が
得
ら
れ

る
と
高
い
評
価
を
得
た
。 

　
最
先
端
の
医
療
現
場
で
、最
近
、「
抗
菌
力
」

を
は
じ
め
、銅
管
の
も
つ
す
ぐ
れ
た
特
性
が
注

目
さ
れ
、採
用
が
ふ
え
て
い
る
が
、い
ま
、吉
岡

彌
生
の
夢
が
銅
管
に
よ
り
、さ
ら
に
大
き
く
膨

ら
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。 

C 
O 
L

C 
O 
E

■ 医療ガス配管 

機械式継手 

機械式継手 

■ 給湯配管 


